
が
南
北
に
翼
を
広
げ
て
羽

ば
た
く
シ
ル
エ
ッ
ト
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら「
鶴
舞
う
形
」
と

表
現
さ
れ
る
群
馬
県
。
鶴
の
ち
ょ
う

ど
頭
部
に
位
置
す
る
の
が
館
林
市

だ
。
首
都
東
京
へ
は
60
km
圏
内
と
県

内
で
最
も
東
京
に
近
く
、東
北
自
動

車
道
や
東
武
鉄
道
を
使
え
ば
約
1

時
間
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
そ
の
一

方
で
、
医
療
圏
内
の
医
師
数
は
全
国

平
均
を
大
き
く
下
回
る
な
ど
課
題

も
抱
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景

の
下
で
、
公
立
館
林
厚
生
病
院
は
地

域
唯
一
の
公
立
総
合
病
院
と
し
て

1
9
3
9
年
に
開
設
さ
れ
た
。
開
設

か
ら
80
年
余
を
経
た
2
0
2
2
年
度

に
は
10
年
計
画
を
定
め
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
病
院
像
を
地
域
住
民
や
働

く
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
向
け
て
示
す
。

地
方
公
営
企
業
法
・
全
部
適
用
に
移

行
し
て
新
た
な
船
出
を
切
っ
た
、同

院
の
課
題
と
展
望
を
新
井
昌
史
企
業

長
兼
院
長
に
伺
っ
た
。

29
の
診
療
科
と
3
2
3
の
一
般
病

床
、
６
つ
の
感
染
病
床
を
有
し
、
急

性
期
医
療
か
ら
在
宅
医
療
ま
で
切
れ

目
な
く
対
応
す
る
公
立
館
林
厚
生
病

院
。
中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、

が
ん
治
療
、循
環
器
内
科
、呼
吸
器
医

療
、
血
液
・
腫
瘍
内
科
、
脳
神
経
外
科

の
５
つ
の
領
域
だ
。
が
ん
治
療
に
つ

い
て
は
手
術
、化
学
療
法
、放
射
線
の

三
大
治
療
法
に
お
い
て
県
内
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
経
験
と
実
績
を
有
し
、
特

に
放
射
線
治
療
で
は
強
度
変
調
放
射

線
治
療（
I
M
R
T
）を
導
入
し
て
年

間
約
3
7
0
0
件
の
実
績
を
上
げ
る
。

循
環
器
内
科
で
は
カ
テ
ー
テ
ル
治

療
に
注
力
し
て
お
り
、
経
皮
的
冠
動

脈
形
成
術（
P
C
I
）も
積
極
的
に
行

う
。
夜
間
も
２
人
の
待
機
医
師
を
配

置
す
る
な
ど
、
24
時
間
3
6
5
日
い

1.病院外観 2.救急センター入口 3.企業長兼院
長の新井昌史氏 4. 集合写真 5. 食堂・デイルー
ム 6.総合待合ホール 7.8.経験豊富なスタッフ
によるチーム医療で急性期から回復期までリ
ハビリテーション医療を提供 9.手術風景

全国平均を大きく下回る医師数
がんや循環器など５領域に注力

全
部
適
用
を
契
機
に
10
年
計
画
を
策
定

覚
悟
を
持
っ
て
自
分
た
ち
の
医
療
を
貫
く
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翼
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現
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の
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ど
頭
部
に
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の
が
館
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だ
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京
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と
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で
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京
に
近
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動
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東
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道
を
使
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ば
約
1

時
間
で
ア
ク
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で
き
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。
そ
の
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方
で
、
医
療
圏
内
の
医
師
数
は
全
国

平
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を
大
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下
回
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な
ど
課
題

も
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い
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。
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で
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厚
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地

域
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一
の
公
立
総
合
病
院
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1
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年
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開
設
さ
れ
た
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開
設

か
ら
80
年
余
を
経
た
2
0
2
2
年
度

に
は
10
年
計
画
を
定
め
、ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
の
病
院
像
を
地
域
住
民
や
働

く
ス
タ
ッ
フ
た
ち
に
向
け
て
示
す
。

地
方
公
営
企
業
法
・
全
部
適
用
に
移

行
し
て
新
た
な
船
出
を
切
っ
た
、同

院
の
課
題
と
展
望
を
新
井
昌
史
企
業

長
兼
院
長
に
伺
っ
た
。

29
の
診
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と
3
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般
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６
つ
の
感
染
病
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し
、
急

性
期
医
療
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療
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目
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厚
生
病

院
。
中
で
も
力
を
入
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血
液
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内
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外
科

の
５
つ
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だ
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治
療
に
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は
手
術
、化
学
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法
、放
射
線
の

三
大
治
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法
に
お
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内
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プ
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経
験
と
実
績
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放
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で
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績
を
上
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る
。

循
環
器
内
科
で
は
カ
テ
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テ
ル
治

療
に
注
力
し
て
お
り
、
経
皮
的
冠
動

脈
形
成
術（
P
C
I
）も
積
極
的
に
行

う
。
夜
間
も
２
人
の
待
機
医
師
を
配

置
す
る
な
ど
、
24
時
間
3
6
5
日
い

1.病院外観 2.救急センター入口 3.企業長兼院
長の新井昌史氏 4. 集合写真 5. 食堂・デイルー
ム 6.総合待合ホール 7.8.経験豊富なスタッフ
によるチーム医療で急性期から回復期までリ
ハビリテーション医療を提供 9.手術風景

全国平均を大きく下回る医師数
がんや循環器など５領域に注力

全
部
適
用
を
契
機
に
10
年
計
画
を
策
定

覚
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分
た
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の
医
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貫
く
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10
年
計
画
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
加
え
て
、
大
き
な
魅
力
と
な
る

の
は
充
実
し
た
福
利
厚
生
や
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
勤
務
環

境
だ
。
地
域
で
唯
一
の
総
合
病
院
で

は
あ
る
が
20
時
、21
時
ま
で
残
っ
て

働
く
人
は
多
く
な
い
。
診
療
部
長
ク

ラ
ス
で
あ
っ
て
も
、
手
術
が
な
け
れ

ば
18
時
に
は
帰
宅
し
て
い
る
と
い
う
。

実
際
に
２
０
２
４
年
度
か
ら
始
ま

る
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
も
、

時
間
外
労
働
の
上
限
で
あ
る
年
間

９
６
０
時
間
を
超
え
て
働
い
て
い
る

医
師
は
い
な
い
。
今
後
も
外
勤
医
師

な
ど
を
手
配
す
る
こ
と
で
、
十
分
に

対
応
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
き
た
い
、仕

事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
両
方
大
切
に

し
た
い
、
平
日
夜
や
週
末
は
家
族
と

の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
先

の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
。
そ
ん

な
好
循
環
が
生
ま
れ
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
」

10
年
計
画
は
、
直
近
に
取
り
組
む

課
題
と
10
年
以
内
に
取
り
組
む
課
題
、

医
師
確
保
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た

ら
取
り
組
む
課
題
の
３
つ
の
ラ
ン
ク

か
ら
な
っ
て
い
る
。
３
～
４
年
以
内

に
取
り
組
む
課
題（
Ａ
ラ
ン
ク
）は
、手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
、
産
後
ケ

ア
事
業
拡
大
の
た
め
の
病
室
変
更
、

病
院
広
報
活
動
の
強
化
、
訪
問
看
護

事
業
の
強
化
で
あ
る
。
10
年
以
内
に

取
り
組
む
課
題（
Ｂ
ラ
ン
ク
）は
、予

防
医
学
セ
ン
タ
ー
の
拡
大
・
移
転
、

局
所
麻
酔
手
術
室
の
整
備
、
放
射
線

読
影
室
の
整
備
、西
地
区
の
整
備（
宿

舎
の
解
体
な
ど
）、
駐
車
場
の
整
備

な
ど
。
そ
し
て
、
医
師
や
予
算
が
確

保
で
き
次
第
取
り
組
む
課
題（
Ｃ
ラ

ン
ク
）が
新
規
手
術
棟
や
新
規
リ
ニ

ア
ッ
ク
設
置
用
建
屋
の
検
討
、
管
理

棟
の
整
備
、ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
新
設
だ
。

こ
の
う
ち
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
は

７
月
か
ら
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、産
後
ケ
ア
は
従
来
取
り
組
ん

で
き
た
活
動
の
一
つ
だ
。
同
院
に
は
産

婦
人
科
医
が
１
人
し
か
い
な
い
た
め
、

出
産
に
は
対
応
で
き
な
い
。
そ
の
分
、

産
後
の
母
子
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動

を
行
っ
て
お
り
、母
子
は
自
己
負
担

１
割
で
助
産
師
や
看
護
師
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、「
病
院
活
動
の
見
え
る
化
」

を
目
指
し
広
報
活
動
を
強
化
し
て

い
る
。

「
例
え
ば
心
臓
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

は
20
年
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、ま

だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
あ

る
い
は
が
ん
に
つ
い
て
も
、が
ん
セ
ン

タ
ー
と
同
レ
ベ
ル
の
医
療
が
で
き
る

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
活
動
を
見
え
る
化
す
る
た
め
に
、

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
積
極
的
に
情

報
発
信
す
る
他
、
講
演
会
や
患
者
会

へ
の
参
加
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な

ど
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

常
勤
医
に
つ
い
て
は
、５
カ
年
計

画
で
現
在
の
47
人
か
ら
60
人
ま
で
の

増
員
を
目
指
す
。
特
に
呼
吸
器
内
科

や
消
化
器
内
科
、整
形
外
科
、血
液
・

腫
瘍
内
科
、
救
急
科
な
ど
、
患
者
数

に
対
し
て
医
師
数
が
少
な
い
診
療
科

を
底
上
げ
し
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

新
規
に
腎
臓
内
科
や
乳
腺
内
分
泌
外

科
の
開
設
を
目
標
と
し
て
い
る
。

「
10
年
計
画
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
考
え
て
く
れ

る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活

発
に
な
り
ま
し
た
。
計
画
を
実
現
す

る
に
は
各
部
署
と
の
深
い
議
論
が
必

要
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
意
見
が

入
る
こ
と
で
、今
後
、議
論
が
ど
の
よ

う
に
進
展
し
て
い
く
か
が
と
て
も
楽

し
み
で
す
」

つ
で
も
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
の
治
療

が
で
き
る
体
制
を
整
え
、
年
間
の
治

療
実
施
件
数
は
約
1
5
0
件
に
上
る
。

ま
た
近
隣
に
は
呼
吸
器
疾
患
に
対
応

す
る
病
院
が
少
な
い
中
で
、３
人
の

呼
吸
器
内
科
医
を
そ
ろ
え
て
肺
が
ん

や
間
質
性
肺
炎
、
肺
気
腫
な
ど
幅
広

い
病
気
の
治
療
に
当
た
る
。
血
液
・
腫

瘍
内
科
は
常
勤
医
が
１
人
な
が
ら
も

白
血
病
や
悪
性
リ
ン
パ
腫
な
ど
血
液

が
ん
へ
の
専
門
治
療
に
取
り
組
む
。

脳
神
経
外
科
で
は
、
松
本
正
弘
副

院
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
3
人
体
制

で
脳
卒
中
や
脳
血
管
障
害
、
く
も
膜

下
出
血
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、開
頭
術

に
よ
る
治
療
も
行
う
な
ど
、
血
管
内

治
療
と
直
達
手
術
の
両
面
か
ら
緊
急

時
に
対
応
す
る
。

同
院
が
所
属
す
る
太
田
・
館
林
医

療
圏
の
特
徴
は
、
地
域
の
医
療
資
源

が
極
め
て
乏
し
い
こ
と
だ
。
人
口

10
万
人
当
た
り
の
医
師
数
は
1
4
1
・

9
人
で
、
全
国
平
均
の
2
5
6
・
6

人
、県
平
均
2
2
5
・
2
人
を
大
き
く

下
回
り
、
県
内
に
10
あ
る
医
療
圏
内

で
最
も
少
な
い
。
関
東
圏
で
あ
り
な

が
ら
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
医
師
数
が
少

な
い
理
由
の
一
つ
は
、
近
隣
の
群
馬

大
学
や
獨
協
医
科
大
学
、
自
治
医
科

大
学
、埼
玉
医
科
大
学
な
ど
、ど
の
大

学
か
ら
も
50
～
60
km
離
れ
、ち
ょ
う

ど
狭
間
に
立
地
す
る
こ
と
に
あ
る
。

「
こ
の
エ
リ
ア
に
あ
る
総
合
病
院
は

当
院
の
み
と
い
う
状
況
で
す
。
そ
の

た
め
救
急
医
療
か
ら
災
害
医
療
、
感

染
症
ま
で
ほ
ぼ
全
て
に
対
応
す
る

責
務
が
あ
る
の
で
す
」

常
勤
医
が
い
な
い
精
神
科
、常
勤

医
が
1
人
し
か
い
な
い
産
婦
人
科
、

小
児
科
、
整
形
外
科
な
ど
を
除
け

ば
、
地
域
の
ほ
ぼ
全
て
の
患
者
は

同
院
へ
集
中
す
る
。
地
域
の
救
急

搬
送
の
約
７
割
を
収
容
し
、
救
急

車
の
応
需
率
は
95
・
3
％
に
上
る

な
ど
、
ほ
ぼ
断
る
こ
と
な
く
受
け

入
れ
る
。

ま
た
地
域
特
有
の
課
題
と
し
て

は
、開
業
医
が
少
な
い
こ
と
か
ら
逆

紹
介
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、自
治

体
立
病
院
と
し
て
自
治
体
財
政
規

公立館林厚生病院
〒 374-8533 群馬県館林市成島町 262-1

10年計画で未来へのビジョンを描く
病院活動の見える化でブランディング

充実するワークライフバランス
研修は３年連続フルマッチ
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さ
ら
に
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
始

ま
る「
10
年
計
画
」も
策
定
し
た
。
10

年
計
画
を
策
定
し
た
直
接
の
き
っ
か

け
は
全
部
適
用
へ
の
移
行
だ
が
、
そ

れ
以
外
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡

ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
中
の

医
療
機
関
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、

閉
塞
感
に
と
ら
わ
れ
て
き
た
。
そ
う

し
た
中
で
、未
来
に
向
け
て
明
る
い

展
望
を
描
く
こ
と
は
、ス
タ
ッ
フ
が

前
を
向
く
た
め
に
も
ど
う
し
て
も
必

要
だ
っ
た
。

「
10
年
計
画
は
あ
る
意
味
で
私
た
ち

皆
の
夢
で
も
あ
り
ま
す
。
病
院
の
発

展
を
描
い
て
そ
れ
を
具
体
化
し
て
い

く
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
り
、
結
果
的
に
地
域
住
民

生
に
は
ぴ
っ
た
り
の
環
境
で
す
」

臨
床
研
修
で
は
２
０
２
０
年
度
か

ら
３
年
連
続
で
フ
ル
マ
ッ
チ
が
続
く

な
ど
、
研
修
医
に
人
気
の
病
院
で
あ

る
。
人
気
の
秘
訣
は
い
く
つ
か
あ
る

が
、
中
で
も
魅
力
な
の
が
自
由
度
の

高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
24
カ
月
間
の

研
修
中
、15
カ
月
は
必
修
だ
が
、残
り

の
９
カ
月
は
自
由
に
研
修
先
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

「
院
外
施
設
で
の
研
修
は
最
大
で
６

カ
月
間
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
研
修
医
が
学
び
た
い

場
所
で
学
び
た
い
こ
と
を
優
先
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
研
修
先
や
研
修

内
容
を
か
な
り
自
由
に
し
て
い
る
点

が
、選
ば
れ
る
理
由
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

研
修
は
血
液
・
腫
瘍
内
科
や
循
環

器
内
科
な
ど
と
細
分
化
し
て
行
う
の

で
は
な
く
、
内
科
と
し
て
総
合
的
に

研
修
す
る
中
で
各
領
域
の
専
門
医
か

ら
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
総
合
内
科

の
よ
う
な
形
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た

当
直
時
に
入
院
し
た
患
者
に
つ
い
て

は
、
指
導
医
の
下
で
退
院
ま
で
研
修

医
が
担
当
す
る
し
く
み
を
導
入
し
、

継
続
し
て
診
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て

い
る
。

研
修
医
か
ら
は「
熱
心
な
指
導
医

が
多
い
」「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
っ

て
い
な
い
科
で
あ
っ
て
も
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
」「
医
師
、研
修
医
、コ

メ
デ
ィ
カ
ル
が
互
い
に
尊
重
し
合
う

中
で
職
務
を
全
う
し
て
い
て
働
き
や

す
い
」な
ど
と
、指
導
医
と
研
修
医
の

垣
根
が
低
い
こ
と
や
丁
寧
な
指
導
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

指
導
医
だ
け
で
は
な
く
看
護
師
や

検
査
技
師
な
ど
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と

も
風
通
し
の
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
れ
る
の
が
魅
力
の
一
つ
だ
。

「
希
望
が
あ
れ
ば
、
生
理
検
査
室
で

技
師
か
ら
研
修
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
に
は
地
元

出
身
者
が
多
く
、
自
分
た
ち
の
地
域

の
病
院
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

意
識
が
強
い
人
が
多
い
の
で
す
。
そ

の
た
め
医
師
の
育
成
に
も
協
力
的
で
、

病
院
全
体
で
医
師
を
支
え
る
風
土
が

整
っ
て
い
ま
す
」

企
業
団
内
に
公
立
館
林
高
等
看
護

学
院
を
持
ち
、
優
秀
な
看
護
師
を
輩

出
し
て
い
る
こ
と
も
強
み
だ
。

「
患
者
の
数
に
比
べ
て
医
師
の
数
が

少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
看
護

師
の
能
力
が
高
く
、
手
厚
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
ま
す
。
救
急
外
来
な
ど

で
も
看
護
師
の
ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
っ

て
、
軽
症
患
者
に
時
間
を
取
ら
れ
な

い
し
く
み
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
」

新
井
氏
が
２
０
１
５
年
に
病
院
長

に
就
任
し
、10
年
計
画
と
い
う
新
た

な
目
標
が
で
き
た
今
は
、さ
ら
な
る
医

療
の
充
実
や
病
院
財
政
の
改
善
な
ど

に
向
け
て
着
実
に
歩
を
進
め
て
い
く
。

「
10
年
計
画
の
実
行
は
投
資
で
あ
り
、

費
用
対
効
果
な
ど
を
考
え
る
と
責
任

の
重
さ
に
眠
れ
な
い
夜
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
、

真
に
地
域
に
選
ば
れ
る
、
次
世
代
の

病
院
へ
成
長
で
き
る
と
信
じ
て
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

模
の
縮
小
な
ど
の
課
題
も
抱
え
て
い

る
。
さ
ら
に
は
医
師
不
足
に
よ
っ
て

急
性
期
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き

れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
在
院
日
数
短

縮
に
よ
る
病
床
稼
働
率
の
低
下
な
ど

経
営
上
の
問
題
へ
の
対
応
も
喫
緊
の

課
題
だ
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、2
0
2
2
年
度
か
ら
病
院
の
経

営
形
態
を
変
更
し
、
地
方
公
営
企
業

法
・
全
部
適
用
に
移
行
し
た
。
地
方
自

治
体
立
病
院
に
は
、
開
設
者
が
病
院

の
運
営
方
針
の
細
部
に
わ
た
っ
て
決

定
を
下
す
一
部
適
用
方
式
と
、
医
療

本
体
の
部
分
に
つ
い
て
は
開
設
者
が

任
命
し
た
病
院
事
業
管
理
者（
病
院

長
な
ど
）が
判
断
す
る
全
部
適
用
方

式
の
２
種
類
が
あ
る
。
同
院
は
こ
れ

ま
で
一
部
適
用
方
式
を
採
用
し
て
い

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
医
療
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
中
で
、
迅
速
に
病
院
の
方

針
を
決
定
す
る
た
め
に
は
全
部
適
用

が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
は
館
林
市
に
加
え
て
、

邑お
う
ら楽
郡
５
町
の
５
つ
の
自
治
体
の
首

長
が
管
理
者
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
意
思
決
定

が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
の

で
す
。
全
部
適
用
と
し
た
こ
と
で
私

が
企
業
長
兼
院
長
と
な
り
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
意
思
決
定
に
よ
る
病
院
運
営

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
」

邑楽館林医療企業団
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10
年
計
画
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
加
え
て
、
大
き
な
魅
力
と
な
る

の
は
充
実
し
た
福
利
厚
生
や
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
勤
務
環

境
だ
。
地
域
で
唯
一
の
総
合
病
院
で

は
あ
る
が
20
時
、21
時
ま
で
残
っ
て

働
く
人
は
多
く
な
い
。
診
療
部
長
ク

ラ
ス
で
あ
っ
て
も
、
手
術
が
な
け
れ

ば
18
時
に
は
帰
宅
し
て
い
る
と
い
う
。

実
際
に
２
０
２
４
年
度
か
ら
始
ま

る
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
も
、

時
間
外
労
働
の
上
限
で
あ
る
年
間

９
６
０
時
間
を
超
え
て
働
い
て
い
る

医
師
は
い
な
い
。
今
後
も
外
勤
医
師

な
ど
を
手
配
す
る
こ
と
で
、
十
分
に

対
応
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
き
た
い
、仕

事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
両
方
大
切
に

し
た
い
、
平
日
夜
や
週
末
は
家
族
と

の
時
間
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
先

の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
。
そ
ん

な
好
循
環
が
生
ま
れ
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
」

10
年
計
画
は
、
直
近
に
取
り
組
む

課
題
と
10
年
以
内
に
取
り
組
む
課
題
、

医
師
確
保
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た

ら
取
り
組
む
課
題
の
３
つ
の
ラ
ン
ク

か
ら
な
っ
て
い
る
。
３
～
４
年
以
内

に
取
り
組
む
課
題（
Ａ
ラ
ン
ク
）は
、手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
、
産
後
ケ

ア
事
業
拡
大
の
た
め
の
病
室
変
更
、

病
院
広
報
活
動
の
強
化
、
訪
問
看
護

事
業
の
強
化
で
あ
る
。
10
年
以
内
に

取
り
組
む
課
題（
Ｂ
ラ
ン
ク
）は
、予

防
医
学
セ
ン
タ
ー
の
拡
大
・
移
転
、

局
所
麻
酔
手
術
室
の
整
備
、
放
射
線

読
影
室
の
整
備
、西
地
区
の
整
備（
宿

舎
の
解
体
な
ど
）、
駐
車
場
の
整
備

な
ど
。
そ
し
て
、
医
師
や
予
算
が
確

保
で
き
次
第
取
り
組
む
課
題（
Ｃ
ラ

ン
ク
）が
新
規
手
術
棟
や
新
規
リ
ニ

ア
ッ
ク
設
置
用
建
屋
の
検
討
、
管
理

棟
の
整
備
、ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
新
設
だ
。

こ
の
う
ち
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
は

７
月
か
ら
の
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、産
後
ケ
ア
は
従
来
取
り
組
ん

で
き
た
活
動
の
一
つ
だ
。
同
院
に
は
産

婦
人
科
医
が
１
人
し
か
い
な
い
た
め
、

出
産
に
は
対
応
で
き
な
い
。
そ
の
分
、

産
後
の
母
子
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動

を
行
っ
て
お
り
、母
子
は
自
己
負
担

１
割
で
助
産
師
や
看
護
師
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、「
病
院
活
動
の
見
え
る
化
」

を
目
指
し
広
報
活
動
を
強
化
し
て

い
る
。

「
例
え
ば
心
臓
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

は
20
年
前
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、ま

だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
あ

る
い
は
が
ん
に
つ
い
て
も
、が
ん
セ
ン

タ
ー
と
同
レ
ベ
ル
の
医
療
が
で
き
る

こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
活
動
を
見
え
る
化
す
る
た
め
に
、

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
積
極
的
に
情

報
発
信
す
る
他
、
講
演
会
や
患
者
会

へ
の
参
加
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な

ど
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

常
勤
医
に
つ
い
て
は
、５
カ
年
計

画
で
現
在
の
47
人
か
ら
60
人
ま
で
の

増
員
を
目
指
す
。
特
に
呼
吸
器
内
科

や
消
化
器
内
科
、整
形
外
科
、血
液
・

腫
瘍
内
科
、
救
急
科
な
ど
、
患
者
数

に
対
し
て
医
師
数
が
少
な
い
診
療
科

を
底
上
げ
し
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

新
規
に
腎
臓
内
科
や
乳
腺
内
分
泌
外

科
の
開
設
を
目
標
と
し
て
い
る
。

「
10
年
計
画
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
考
え
て
く
れ

る
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活

発
に
な
り
ま
し
た
。
計
画
を
実
現
す

る
に
は
各
部
署
と
の
深
い
議
論
が
必

要
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
意
見
が

入
る
こ
と
で
、今
後
、議
論
が
ど
の
よ

う
に
進
展
し
て
い
く
か
が
と
て
も
楽

し
み
で
す
」

つ
で
も
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
の
治
療

が
で
き
る
体
制
を
整
え
、
年
間
の
治

療
実
施
件
数
は
約
1
5
0
件
に
上
る
。

ま
た
近
隣
に
は
呼
吸
器
疾
患
に
対
応

す
る
病
院
が
少
な
い
中
で
、３
人
の

呼
吸
器
内
科
医
を
そ
ろ
え
て
肺
が
ん

や
間
質
性
肺
炎
、
肺
気
腫
な
ど
幅
広

い
病
気
の
治
療
に
当
た
る
。
血
液
・
腫

瘍
内
科
は
常
勤
医
が
１
人
な
が
ら
も

白
血
病
や
悪
性
リ
ン
パ
腫
な
ど
血
液

が
ん
へ
の
専
門
治
療
に
取
り
組
む
。

脳
神
経
外
科
で
は
、
松
本
正
弘
副

院
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
3
人
体
制

で
脳
卒
中
や
脳
血
管
障
害
、
く
も
膜

下
出
血
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、開
頭
術

に
よ
る
治
療
も
行
う
な
ど
、
血
管
内

治
療
と
直
達
手
術
の
両
面
か
ら
緊
急

時
に
対
応
す
る
。

同
院
が
所
属
す
る
太
田
・
館
林
医

療
圏
の
特
徴
は
、
地
域
の
医
療
資
源

が
極
め
て
乏
し
い
こ
と
だ
。
人
口

10
万
人
当
た
り
の
医
師
数
は
1
4
1
・

9
人
で
、
全
国
平
均
の
2
5
6
・
6

人
、県
平
均
2
2
5
・
2
人
を
大
き
く

下
回
り
、
県
内
に
10
あ
る
医
療
圏
内

で
最
も
少
な
い
。
関
東
圏
で
あ
り
な

が
ら
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
医
師
数
が
少

な
い
理
由
の
一
つ
は
、
近
隣
の
群
馬

大
学
や
獨
協
医
科
大
学
、
自
治
医
科

大
学
、埼
玉
医
科
大
学
な
ど
、ど
の
大

学
か
ら
も
50
～
60
km
離
れ
、ち
ょ
う

ど
狭
間
に
立
地
す
る
こ
と
に
あ
る
。

「
こ
の
エ
リ
ア
に
あ
る
総
合
病
院
は

当
院
の
み
と
い
う
状
況
で
す
。
そ
の

た
め
救
急
医
療
か
ら
災
害
医
療
、
感

染
症
ま
で
ほ
ぼ
全
て
に
対
応
す
る

責
務
が
あ
る
の
で
す
」

常
勤
医
が
い
な
い
精
神
科
、常
勤

医
が
1
人
し
か
い
な
い
産
婦
人
科
、

小
児
科
、
整
形
外
科
な
ど
を
除
け

ば
、
地
域
の
ほ
ぼ
全
て
の
患
者
は

同
院
へ
集
中
す
る
。
地
域
の
救
急

搬
送
の
約
７
割
を
収
容
し
、
救
急

車
の
応
需
率
は
95
・
3
％
に
上
る

な
ど
、
ほ
ぼ
断
る
こ
と
な
く
受
け

入
れ
る
。

ま
た
地
域
特
有
の
課
題
と
し
て

は
、開
業
医
が
少
な
い
こ
と
か
ら
逆

紹
介
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、自
治

体
立
病
院
と
し
て
自
治
体
財
政
規
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10年計画で未来へのビジョンを描く
病院活動の見える化でブランディング

充実するワークライフバランス
研修は３年連続フルマッチ
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3

さ
ら
に
は
２
０
２
２
年
度
か
ら
始

ま
る「
10
年
計
画
」も
策
定
し
た
。
10

年
計
画
を
策
定
し
た
直
接
の
き
っ
か

け
は
全
部
適
用
へ
の
移
行
だ
が
、
そ

れ
以
外
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡

ん
で
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
中
の

医
療
機
関
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、

閉
塞
感
に
と
ら
わ
れ
て
き
た
。
そ
う

し
た
中
で
、未
来
に
向
け
て
明
る
い

展
望
を
描
く
こ
と
は
、ス
タ
ッ
フ
が

前
を
向
く
た
め
に
も
ど
う
し
て
も
必

要
だ
っ
た
。

「
10
年
計
画
は
あ
る
意
味
で
私
た
ち

皆
の
夢
で
も
あ
り
ま
す
。
病
院
の
発

展
を
描
い
て
そ
れ
を
具
体
化
し
て
い

く
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
上
が
り
、
結
果
的
に
地
域
住
民

生
に
は
ぴ
っ
た
り
の
環
境
で
す
」

臨
床
研
修
で
は
２
０
２
０
年
度
か

ら
３
年
連
続
で
フ
ル
マ
ッ
チ
が
続
く

な
ど
、
研
修
医
に
人
気
の
病
院
で
あ

る
。
人
気
の
秘
訣
は
い
く
つ
か
あ
る

が
、
中
で
も
魅
力
な
の
が
自
由
度
の

高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
24
カ
月
間
の

研
修
中
、15
カ
月
は
必
修
だ
が
、残
り

の
９
カ
月
は
自
由
に
研
修
先
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

「
院
外
施
設
で
の
研
修
は
最
大
で
６

カ
月
間
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

が
、
基
本
的
に
研
修
医
が
学
び
た
い

場
所
で
学
び
た
い
こ
と
を
優
先
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
研
修
先
や
研
修

内
容
を
か
な
り
自
由
に
し
て
い
る
点

が
、選
ば
れ
る
理
由
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

研
修
は
血
液
・
腫
瘍
内
科
や
循
環

器
内
科
な
ど
と
細
分
化
し
て
行
う
の

で
は
な
く
、
内
科
と
し
て
総
合
的
に

研
修
す
る
中
で
各
領
域
の
専
門
医
か

ら
指
導
を
受
け
る
な
ど
、
総
合
内
科

の
よ
う
な
形
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た

当
直
時
に
入
院
し
た
患
者
に
つ
い
て

は
、
指
導
医
の
下
で
退
院
ま
で
研
修

医
が
担
当
す
る
し
く
み
を
導
入
し
、

継
続
し
て
診
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て

い
る
。

研
修
医
か
ら
は「
熱
心
な
指
導
医

が
多
い
」「
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回
っ

て
い
な
い
科
で
あ
っ
て
も
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
る
」「
医
師
、研
修
医
、コ

メ
デ
ィ
カ
ル
が
互
い
に
尊
重
し
合
う

中
で
職
務
を
全
う
し
て
い
て
働
き
や

す
い
」な
ど
と
、指
導
医
と
研
修
医
の

垣
根
が
低
い
こ
と
や
丁
寧
な
指
導
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
歓
迎
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

指
導
医
だ
け
で
は
な
く
看
護
師
や

検
査
技
師
な
ど
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と

も
風
通
し
の
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
れ
る
の
が
魅
力
の
一
つ
だ
。

「
希
望
が
あ
れ
ば
、
生
理
検
査
室
で

技
師
か
ら
研
修
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
に
は
地
元

出
身
者
が
多
く
、
自
分
た
ち
の
地
域

の
病
院
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う

意
識
が
強
い
人
が
多
い
の
で
す
。
そ

の
た
め
医
師
の
育
成
に
も
協
力
的
で
、

病
院
全
体
で
医
師
を
支
え
る
風
土
が

整
っ
て
い
ま
す
」

企
業
団
内
に
公
立
館
林
高
等
看
護

学
院
を
持
ち
、
優
秀
な
看
護
師
を
輩

出
し
て
い
る
こ
と
も
強
み
だ
。

「
患
者
の
数
に
比
べ
て
医
師
の
数
が

少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
看
護

師
の
能
力
が
高
く
、
手
厚
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
ま
す
。
救
急
外
来
な
ど

で
も
看
護
師
の
ト
リ
ア
ー
ジ
に
よ
っ

て
、
軽
症
患
者
に
時
間
を
取
ら
れ
な

い
し
く
み
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
」

新
井
氏
が
２
０
１
５
年
に
病
院
長

に
就
任
し
、10
年
計
画
と
い
う
新
た

な
目
標
が
で
き
た
今
は
、さ
ら
な
る
医

療
の
充
実
や
病
院
財
政
の
改
善
な
ど

に
向
け
て
着
実
に
歩
を
進
め
て
い
く
。

「
10
年
計
画
の
実
行
は
投
資
で
あ
り
、

費
用
対
効
果
な
ど
を
考
え
る
と
責
任

の
重
さ
に
眠
れ
な
い
夜
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
、

真
に
地
域
に
選
ば
れ
る
、
次
世
代
の

病
院
へ
成
長
で
き
る
と
信
じ
て
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

模
の
縮
小
な
ど
の
課
題
も
抱
え
て
い

る
。
さ
ら
に
は
医
師
不
足
に
よ
っ
て

急
性
期
医
療
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
き

れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
在
院
日
数
短

縮
に
よ
る
病
床
稼
働
率
の
低
下
な
ど

経
営
上
の
問
題
へ
の
対
応
も
喫
緊
の

課
題
だ
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、2
0
2
2
年
度
か
ら
病
院
の
経

営
形
態
を
変
更
し
、
地
方
公
営
企
業

法
・
全
部
適
用
に
移
行
し
た
。
地
方
自

治
体
立
病
院
に
は
、
開
設
者
が
病
院

の
運
営
方
針
の
細
部
に
わ
た
っ
て
決

定
を
下
す
一
部
適
用
方
式
と
、
医
療

本
体
の
部
分
に
つ
い
て
は
開
設
者
が

任
命
し
た
病
院
事
業
管
理
者（
病
院

長
な
ど
）が
判
断
す
る
全
部
適
用
方

式
の
２
種
類
が
あ
る
。
同
院
は
こ
れ

ま
で
一
部
適
用
方
式
を
採
用
し
て
い

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
な
ど
医
療
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
中
で
、
迅
速
に
病
院
の
方

針
を
決
定
す
る
た
め
に
は
全
部
適
用

が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
は
館
林
市
に
加
え
て
、

邑お
う
ら楽
郡
５
町
の
５
つ
の
自
治
体
の
首

長
が
管
理
者
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
意
思
決
定

が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
の

で
す
。
全
部
適
用
と
し
た
こ
と
で
私

が
企
業
長
兼
院
長
と
な
り
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
な
意
思
決
定
に
よ
る
病
院
運
営

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
」

邑楽館林医療企業団
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